
出資法人等経営状況報告書

「

　

作成年月日及び担当部署

　

作成年月日

　　

令和７年８月２２日

　　　

担当部署 農林水産部

　

農政課

※以下は令和７年３月３１日現在の内容です。
２

　

法人等の概要

法

　

人

　

名 公益財団法人

　

牧農林業振興公社

代

　

表

　

者

理事長

　

笹原

　

茂

■

　

常

　

勤

　　　

□

　

非常勤 ■

　

プロパー

　

□

　

市兼務

　

□

　

その他

所

　

在

　

地 新潟県上越市牧区柳島３５３番地

設立年月日 平成８年３月２２日

基

　

本

　

金 ３０，０００千円

　　　　　

！

　

市出絹割合

　

１

　　　　　

８３．３％

設立目的
地域社会の振興及び生活環境に関する事業を通じて、農林業生産の維持及
び向上を図り、 もって牧区における農林生産及び地域社会経済の活性化に寄

与する。

主な事業

（１｝農作業支援事業
（２）農地保全事業
（３）農地利用集積円滑化事業
（４｝中山間地域等直接支払交付金業務受託事業
（５）多面的機能支払交付金業務受託事業
（６）都市と農村交流事業
（７｝地域保全管理事業

３

　

役員数

（単位：人）

常勤 非常勤 計
内訳

プロパー 市兼務 その他
理事 Ｉ ４ ５ ５ ０ ０

監事 ０ ２ ２ ２ ０ ０

計 ー１１【
６ ７ ７ ０ ０

４

　

職員数

計
内訳

フｏロノ、一 市兼務
正社員 ７ ７ ０

その他 ０ ０ ０

計 ７ ７ ０

ー１ー



事業実績（概要）５

　　　　　

芙，頃

　

【令和６年度の経営状況】

　

経常収益は、 米価の上昇と米の独自販売や大ロ販売の拡大により収益が増加しました。 ま

　

た、 大雪の影響により除雪作業受託費が増加し、 前年度と比較して１０，７８７千円増の１１９，１２４

　

千円となりました。

　　

経常費用は、職員の手当等支給に伴う給与費の増、臨時職員賃金の増、除雪機械の燃料費

　

の増、 法人税・消費税の租税公課の増など、 前年度と比較して１，４７２千円増の１０９，３８６千円

　

となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

【令和６年度の経営状況】

経常収益は、 米価の上昇と米の独自販売や大ロ販売の拡大により収益が増加しました。 ま

た、 大雪の影響により除雪作業受託費が増加し、 前年度と比較して１０，７８７千円増の１１９，１２４

千円となりました。
経常費用は、職員の手当等支給に伴う給与費の増、臨時職員賃金の増、除雪機械の燃料費

の増、 法人税・消費税の租税公課の増など、 前年度と比較して１，４７２千円増の１０９，３８６千円

となりました。
全体収支としては、当期一般正味財産増減額と当期指定正味財産増減額の合計９，８０３千円

の黒字であり、 正味財産期末残高は１３５，９７３千円となりました。

【令和６年度の主な取組】

○農作業支援事業

　

小規模．高齢農業者を支援し荒廃農地の発生を防止するため、 農作業を受託しました。

項

　

目 令和４年度 令和５年度 令和６年度

水稲関係作業

耕うん ２．３

　

ｈａ １．ｌ

　

ｈａ １．７

　

ｈａ

代かき ３．９

　

ｈａ ２．９

　

ｈａ １．５

　

ｈａ

田

　

植 １．５

　

ｈａ １．６

　

ｈａ ０．８

　

ｈａ

溝

　

切 １３．７

　

ｈａ １２．９

　

ｈａ １３．３

　

ｈａ

刈

　

取 ７．２

　

ｈａ ３．３

　

ｈａ ３．４

　

ｈａ

合計（延べ面積） ２８．６

　

ｈａ ２１．８

　

ｈａ ２０．７

　

ｈａ

そば関係作業
刈

　

取 １２．８

　

ｈａ １２．６

　

ｈａ １３．３

　

ｈａ

合計（延べ面積） １２．８

　

ｈａ １２．６

　

ｈａ １３．３

　

ｈａ

※そば関係作業は刈取作業のみ

※えちご上越農業協同組合から水稲育苗作業受託１２，４５７枚 （前年度比較２４７枚増）

○農地保全事業

　

担い手への農地集積を推進するとともに、 受け手がない農地の管理耕作を行いました。

項

　

目 令和４年度 令和５年度 令和６年度

借入面積 ３４．ｌ

　

ｈａ ３４．９

　

ｈａ ３４．９

　

ｈａ

　

公社耕作面積
（うち水稲作付面積）

　

３３．９

　

ｈａ
（２１．８ｈａ）

　

３４．７

　

ｈａ
（２２．５ｈａ）

　

３４．７

　

ｈａ
（２２．５ｈａ）

水稲収穫量
（ｌｏａ当たり収量）

８８．ｌ

　

ｔ

（６．６俵）

　

６９．３

　

ｔ

（５．１俵）

　

８８．ｌ

　

ｔ

（６．５俵）

○地域マネジメント組織の事務を支援

　　

中山間地域等直接支払交付金（２３支部）と多面的機能支払交付金（１６支部）の広域協定

　

事務を支援しました。 また、 中山間地域等直接支払交付金を活用し、 小規模農業者の出荷

　

を支援する 「庭先集荷サービス事業」 を実施しました （参加者数：８名、 売上高 ３，５２５千

円）。

○都市と農村交流事業 （ふるさと棚田オーナー事業）

　

会員６名に対し、 棚田米と季節の農産物の発送を行いました。

○地域保全管理事業

　

簡易水道配水管路の除草作業や市道及び林道の除雪業務を行いました。

－２－



６

　

財務状況 （税込）

項

　

目

　　

令和４年度
目

　

令和４年４月１日
至 令和５年３月３１日

　　

令和５年度
目

　

令和５年４月１日
至 令和６年３月３１日

　　

令和６年度
目

　

令和６年４月１日
至 令和７年３月３１日

正
味
財
産
増
減
計
算
書

一般正味財産増減の部

　

経常収益

　　

基本財産運用益

　　

特定資産運用益

　　

受取会費

　　

事業収益

　　

受取補助金等

　　

その他経常収益

　

経常費用

　　

事業費

　　

管理費

　

当期経常増減額

　　

経常外収益

　　

経常外費用

　

当期経常外増減額

　

税引前当期

　

紋

　

正味財産増減額

　　

法人税等

　

当期一般正味財産増減額

　

一般正味財産期首残高

　

一般正味財産期末残高

経常収益

　

基本財産運用益

　

特定資産運用益

　

受取会費

　

事業収益

　

受取補助金等

　

その他経常収益

９７，９９６ １０８，３３７ １１９，１２４

基本財産運用益 ０ ０ ３

特定資産運用益 ０ ０ ４

受取会費 ０ ０ ０

事業収益 ７７，９６１ ７９，３９６ ９９，０５３

受取補助金等 １４，７１２ ２１，１１５ １４，２４１

その他経常収益 ５，３２２ ７，８２６ ５，８２２

経常費用

　

事業費

　

管理費

９３，５０６ １０７，９１４ １０９，３８６

事業費 ８９，２３２ １０２，１１０ １０３，８３９

管理費 ４，２７３ ５，８０４ ５，５４７

当期経常増減額 ４，４９１ ４２４ ９，７３８

経常外収益 ０ ０ ４５０

経常外費用 ０ ０ ０

当期経常外増減額 ０ ０ ４５０

税引前当期

　

紋
正味財産増減額 ４，４９１ ４２４ １０，１８８

法人税等 ０ ０ ０

当期一般正味財産増減額 ４，４９１ ４２４ １０，１８８

一般正味財産期首残高 ９０，２０６ ９４，６９７ ９５，１２０

一般正味財産期末残高 ９４，６９７ ９５，１２０ １０５，３０８

指定正味財産増減の部

　

当期指定正味財産増減額

　

指定正味財産期首残高

　

指定正味財産期末残高

当期指定正味財産増減額 △３８５ △３８５ △３８５

指定正味財産期首残高 ３１，８１９ ３１，４３５ ３１，０５０

指定正味財産期末残高 ３１，４３５ ３１，０５０ ３０，６６５

正味財産期末残高 １２６，１３１ １２６，１７０ １３５，９７３

項

　

目 令和５年３月３１日現在 令和６年３月３１日現在 令和７年３月３１日現在

貸
借
対
照
表

資

　

産 １６５，１００ １６１，２５３ １７９，６６２

負

　

債 ３８，９６９ ３５，０８３ ４３，６８９

正味財産

　

指定正味財産

　

一般正味財産

１２６，１３１ １２６，１７０ １３５，９７３

指定正味財産 ３１，４３５ ３１，０５０ ３０，６６５

一般正味財産 ９４，６９７ ９５，１２０ １０５，３０８

※

　

金額については、千円未満を四捨五入して表示しており、端数処理の関係上、決算書及び計

　

算結果と一致しない場合があります。

－３－



７

　

市からの財政支出等

（１） 委託額（税込）

内訳 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考
① 市道除雪業務 ２９，３７３ ２５，１９７ ４２，７２６

② 水道施設管理業務 ３１９ ３７７ ４５１

計 ２９，６９２ ２５，５７４ ４３，１７７

（単位：千円）

（２） 財政援助額（税込）

内訳 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

①

　

補助金（助成金）

　

１中山間地域等直接支

　

ｉ払交付金

　

１環境保全型農業直接

　

支払交付金

　

１農業経営継続支援金

　

１干ばつ災害水田復旧

　

１事業補助金

　

１農業経営所得安定対

　

１策緊急助成事業補助
１金

　

１農林水産物等マーケ

　

１ティング活動支援事

　

１業補助金

７，６９８ １５，３８７ ８，０２９

中山間地域等直接支
払交付金

６，３１５ ６，６５３ ６，７３９
個別協定分と集落協定
の個人配分分を合算

環境保全型農業直接
支払交付金

１，０７９ １，１２７ ８９０

農業経営継続支援金 ０ ２００ ０

干ばつ災害水田復旧
事業補助金

０ ７，４０７ ０
平方、 上昆子、 樫谷、
小川町内会

農業経営所得安定対
策緊急助成事業補助
金

３０４ ０ ０

農林水産物等マーケ
ティング活動支援事

業補助金
０ ０ ４００

ホームページリニュー
アノレ

② 貸付金 ０ ０ ０

③ 損失補償 ０ ０ ０

④ 債務保証 ０ ０ ０

⑤ その他 （

　　　　　

） ０ ０ ０

計 ７，６９８ １５，３８７ ８，０２９

（単位：千円）

８

　

市以外からの補助金・助成金等

（１） 受給額（税込）

内訳 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備考

① 水田活用の直接支払交付金 ２，３１４ ３，９１５ ３，９４６ 国

② 畑作物の直接支払交付金 １，５５５ ０ ０ 国

③ 収入減少影響緩和交付金 ９２７ ０ ９３６ 国

④ 特定求職者雇用開発助成金 ４００ ８００ ８００ 国

⑤
就職氷河期世代雇用
就農者実践研修支援
事業補助金

１，３５８ ０ ０ 国

⑥ 肥料高騰緩和対策助成金 ６４ １３５ ０ ｊ‐Ａ

⑦
肥料価格高騰対策事
業支援金

０ ４８０ ０ 国

計 ６，６１８ ５，３３０ ５，６８２

（単位：千円）

一４一



今後の経営計画等

（１｝次期事業計画

９

農業者の高齢化、担い手不足によって、公社の役割が大きくなる中、地域の期待に応えるべく、

定款に定める目的に基づき、 着実な事業展開を行っていきます。

項

　　

目 令和７年度計画 令和６年度実績

農作業支援事業（農作業受託事業） ３４．ｏ

　

ｈａ ３４．ｏ

　

ｈａ

農地保全事業（公社耕作面積） ３４．ｏ

　

ｈａ ３４．９

　

ｈａ

公共施設等維持管理事業

　

市道除雪業務

　

水道施設管理業務

２５，４１０千円 ４３，１７７千円

市道除雪業務 ２５，０００千円 ４２，７２６千円

水道施設管理業務 ４１０千円 ４５１千円

都市と農村交流事業（※１） ６人 ６人

地域マネジメント組織事務支援 （※２）

　

中山間地域等直接支払

　

多面的機能支払

３，エ００千円 ２，９９５千円

中山間地域等直接支払 ２，１００千円 ２，３４４千円

多面的機能支払 １，０００千円 ６５１千円

（※１） 計画と実績の数値は、棚田オーナーの会員数を示しています。

（※２） 計画と実績の数値は、広域協定からの事務受託料を示しています。

（２）中長期経営計画

－５－



１０

　

令和７年度 経営状況の分析・評価

（１） 第三セクターの経営状況の分析・評価のフローチャート

※ 「第三セクタ」に対する関与方針」 から抜粋

債務超過に陥っている、 又は、 資本金の５０％を超
える累積欠損金がある、 若しくはそのおそれがあ
るか

はし、

→

↓いいえ

はい 外部専門家に見解を
求める３期連続の赤字であるか

↓いいえ

はい
→法人の経営の持続可能性に懸念のある事項はある

か

↓いいえ

現状では、 当該法人の経営状況に問題 （課題） な
し

フローチャートによる評価基準 備考

Ａ 経営状況に問題（課題）なし 引き続き経営努力を行う

Ｂ 法人の経営の持続可能性に懸念がある

経営健全化の可能性について、外部専門
家に見解を求めるＣ 当期純利益が３期連続の単年度赤字であ

る

Ｄ
債務超過に陥っている、 又は、
資本金の５０％を超える累積欠損金がある

フロ」チャートによる評価

　　　　　

Ａ

　　　　　　

→

　

ＢからＤ評価の法人は（２）へ

　

【特記事項１

　

特になし

非営利法人においては、累積欠損金という概念がないため、初期の正味財産に対する減

少分を累積欠損金と読み替える。
「３ 期連続の赤字」 の判断においては、「当期一般正味財産増減高」 と 「当期指定正味

財産増減高」 の合計がマイナスとなる場合は、 赤字と読み替える。

－６－


